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研究成果の概要（和文）：義歯安定剤を使用することなく口腔粘膜に接着する粘着シリコーンの開発を進めてい
る。本研究では、開発中のシリコーンサンプルの付着性、付着力について検討した。シリコーンサンプルは、操
作性は向上したものの、コントロールに比べて低い付着性、付着力を示した。人工唾液存在下では、どのサンプ
ルとも付着性を示さなかった。そこで、カテコール系接着ポリマーを粘着シリコーンに応用することで、水の存
在下においても接着性を有するシリコーン開発を試みている。化学反応時、時間経過後に有毒物質が放出されな
い材料にすべく改良中である。

研究成果の概要（英文）：In the present study, to develop a glueless retentive material for the 
denture, two prototype of cohesive silicone were made and their adhesive properties and atacchemnt 
forces were investigated. Although two prototypes improved manipulation of silicone, their adhesive 
properties and atacchemnt forces were lower than those for control. Besides, all samples didn't show
 adhesive property　in the presence of artificial saliva. To improve adhesive property of the 
prototypes with water, the cohesive silicone applied with hydrophilic materials and developing.

研究分野：補綴学分野

キーワード： 粘着シリコーン
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

加齢, 唾液腺障害, 全身疾患の症状, 薬

剤の副作用, 顎・顔面腫瘍の手術,  放射線

療法などにより唾液分泌量の減少などが起

こり, 義歯の維持・安定を得るのが困難な

患者は多い. このような患者は義歯安定剤

使用を余儀なくされることもあるが, 強力

な義歯安定剤は除去困難であり, 口腔粘膜

や義歯の残留物が口腔粘膜の炎症を引き起

こすことが多々ある. よって, 接着性を有

する義歯開発が求められている.  

一方, 頭頚部腫瘍・外傷・先天的欠損に

よる顎骨・顔面欠損は, 咀嚼・発音・嚥下

などの機能障害ならびに審美障害を生じ, 

患者のQOLに多大な影響を及ぼす.  顔面エ

ピテーゼはシリコーンエラストマーなどで

製作され, 接着剤・インプラント・ 眼鏡等

で維持される. 諸外国では, インプラント

維持によるエピテーゼ治療が増加している

が, 放射線治療の既往, 経済的問題などか

ら適応できない場合も多い. 従って, 維持

力として接着剤が多く用いられているが

(1)接着剤に対するアレルギー, (2)正確な

位置へのエピテーゼ装着困難, (3)皮膚やエ

ピテーゼに付着した接着剤除去困難, など

の欠点がある.  

以前我々は, シリコーンが低アレルギー

性であることに着目し, エピテーゼ用に接

着性を有する粘着シリコーン開発に着手し

た. これまでに, シリコーン製作時にキャ

タリスト/ベースシリコーン混和比(CBR)を

変化させたサンプルについて, 接着性の評

価として rolling ball tag test を行い, 

CBR1/60 付近で硬化後の接着性が増加する

ことを発見した. また, この粘着シリコー

ンは, 撤去時にシリコーンが被着面に残留

することがなく, 粘着シリコーン内部での

凝集破壊が起こっていないこと, アレルギ

ー試験で問題ないことを確認している. 

しかしながら, CBR1/60粘着シリコーンは, 

(1)サンプルに多量の気泡が混入する, (2)

極少量のキャタリストの計量に熟練を要す

る, などの問題があった. 義歯床粘膜面応

用を目標とし, これらを改善すべく, キャ

タリストと架橋剤の比率を変化させること

によって粘着性を出し, 2種類の同量のシリ

コーンを反応させる事によって製作できる

シリコーンを開発し, その試作品サンプル

の粘着度について検討，また，人工唾液存

在下での検討を行った． 

 
 
２．研究の目的 

開発中の粘着シリコーンサンプルの粘着度

の高， 中 2種類を,  Type1,  Type2 とし,  

エ ピ テ ー ゼ 用 に 開 発 し て い た

A-2186F(FactorⅡ) キャタリスト/ベース

シリコーン混和比(CBR)1/60 をコントロー

ル(C)として粘着度について検討，また，人

工唾液存在下での検討を行い，粘着性を有

する親水性義歯材料開発を目標とする. 

 
 
３．研究の方法 

(1) 実験方法 

本実験には試作品サンプルの粘着度の異

なる Type1, Type2 と A-2186F(FactorⅡ) 

(CBR)1/60をコントロール(C)とした3種類

の粘着シリコーンが準備された. 

  ① テクスチャー測定 

クリープメーター（RE2-3305B）を用いそ

れぞれ3サンプルについて、かたさ応力、

凝集性、付着性、ガム性応力について、

全体圧縮試験を行った。クリープメータ

ー用自動解析ソフトウェア（テクスチャ

ー解析 Windows ver1）にて解析が行われ

た。感度電圧 1V,円柱形プランジャー直径

40mm の円柱形    

 

② 人工唾液下での測定：試作品サンプル

の上面にサリベート（サリベート,（株）

帝人ファーマ）を噴霧し、テクスチャー



測定①を行う. 

 
４．研究成果 

(1) テクスチャー測定 

①かたさ：Control, Type1, Type2のかた

さはそれぞれ1.33±0.02 N,0.98±

0.08N,0.91±0.03Nであった（図1）．

Controlのかたさは Type1, Type2に比べて

優位に高かった( p＜0. 01). 

②凝集性：Control, Type1, Type2の凝集

性はそれぞれ9.85±0.004 ×10-1,9.90±

0.06×10-1,9.97±0.02×10-1であった（図2

）． 

③付着性：Control, Type1, Type2の付着

性はそれぞれ1387.7±40.1J/m3, 298.5±

4.9 J/m3, 230.7±2.8 J/m3  であった（図

3）. Controlの付着性はType1, Type2に比

べて有意に高かった( p＜0. 01). （Type1

）は (Type2) に比べて有意に高かった (p

＜0. 05).  

④付着力：Control, Type1, Type2の付着

力はそれぞれ0.47±0.009 N, 0.26±

0.0006 N , 0.25±0.001 N  であった（図

4）. (Control)の付着性は（Type1）, 

(Type2)に比べて有意に高かった( p＜0. 

01). （Type1）は (Type2) に比べて有意に

高かった (p＜0. 05).  

（Control）, (Type1), (Type2)の付着力

はそれぞれ9323.8±184.8 Pa, 5245.5±

11.5 Pa , 4960.3±23.0 Pa  であった（

図3）. (Control)の付着性は（Type1）, 

(Type2)に比べて有意に高かった( p＜0. 

01). （Type1）は (Type2) に比べて有意に

高かった (p＜0. 05).  

（Control）, (Type1), (Type2)の付着距

離はそれぞれ3.89±0.05 mm, 1.34±0.02 

mm, 1.06±0.02 mm  であった（図4）. 

(Control)の付着性は（Type1）, (Type2)

に比べて有意に高かった( p＜0. 01). （

Type1）は (Type2) に比べて有意に高かっ

た (p＜0. 05).  

 人工唾液存在下では，すべてのサンプルにお

いて，ほとんど付着力は測定できなかった． 

 

 

 

図1 かたさ（荷重）（N） 

 

 

 

 
図2 凝集性（10-1） 

 



 

図3 付着性（J/m3） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図4 付着力（N） 
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図5 付着力（Pa） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図6 付着距離（mm） 

 
 
粘着性を有する CBR1/60 粘着シリコーンは，
(1)サンプルに多量の気泡が混入する, (2)極
少量のキャタリストの計量に熟練を要する,
などの問題があった．これらを改善すべく, 
キャタリストと架橋剤の比率を変化させる
ことによって粘着性を出し, 2 種類の同量の
シリコーンを反応させる事によって製作で
きるシリコーンを開発している． 
本研究では，試作品 Type1, Type2 は，コン
トロール：A-2186F(FactorⅡ) CBR1/60 に比
べて，かたさが低く，付着性，付着力，付着
距離は小さかった．また，人工唾液存在下に
おいては，3 群ともほとんど付着力は測定で
きなかった． 
そこで，現在親水性を有するシリコーンを開
発中である．これまで，o-ニトロベンジルを
使い，カテコール基を空気酸化されない物質
に変換し，これを含む水溶性ポリマーを粘着
シリコーンに応用することで，水の存在下に
おいても接着性を有する粘着シリコーン製
作を試みている．化学反応時，時間経過後に
有毒物質が放出されない材料にすべく改良
中である． 
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